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• 中間圏オゾンは理論と観測が全く合わない。

• 日食時の一時的な減光は、地球規模の摂動実験
であり、大気光化学を再認識する上で非常に貴重
な機会をもたらす。

• 2010年1月15日に人類史上最大級の持続時間を
記録した金環日食が起こった。

• SMILESが日食時の中間圏オゾン
の変動を捉えることに成功した。
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2010年1月15日の金環日食

1．イントロ ~ 貴重な日食イベント ~
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2．日食時のSMILESの観測

金環日食とSMILESの観測の様子

食分（日食の
欠ける深さ）
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3．日食時の高度プロファイル

下部中間圏に比べて、

上部中間圏の方が夜間
の値へ遷移する割合が
小さい。
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O + OH → O2 + H
O3 + H → O2 + OH k10
Net: O + O3 → 2O2.

O + OH → O2 + H k7
O2 + H + M → HO2 + M k8
O + HO2 → O2 + OH k9
Net: 2O → O2

4．中間圏オゾンに関する主な化学反応
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4．理論式

[ ] ∼ · ∗ [ ]  

上部中間圏では:

[ ]  ∼ 1 · ( )[ ] [ ]

下部中間圏では:

∵ ≫ [ ][ ]

∵ ≪  [ ][ ]
∴    [ ][ ] ∼ 1

∴    [ ][ ] ∼ 1 ∵ = ·  

∵ = ·  
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6．理論式との比較

58 km 67-70 km

太陽放射量の変動に伴う、中間圏オゾンの変化は
理論式と概ね一致する。
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まとめ

• SMILESは日食時の減光に伴って、
中間圏のオゾンが増幅する様子を
捉えることに成功した。

• そのデータを用いて大気光化学の
妥当性を検証した。



Thank you so much


